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　医療を受ける側のQOLの重要性が叫ばれ始めてから
すでに久しいものがある．医学部の講義にもこの概念
が取り入れられ，臨床実習や卒後研修もQOLの認識を
目標の一つにしており成果が上がりつつある．質が求
められるのは患者の生活に限らない．まず，医師過剰
時代を迎えて医師と医療内容の質の向上が求められて
いる．大学での教育や研究の質についても同様である．
一方，多発する年少者の障害事件やいじめ問題をみて
いると，家庭と学校両方での教育の質の向上が必要で
あると思われる．単なる知識の詰め込みや過剰な競争
を煽る教育からは早く脱却すべきであろう．経済をみ
ると，経済の質が低く，量の向上のみをめざしたこと
が，いわゆるバブルの崩壊や不良債権の蓄積につなが
ったのではないか．また，これらすべての事柄に情報
の提供という点で関係する報道やメディアの質も向上
が切に望まれる．
　quality　of　economyの向上は今の日本にとって焦眉の
課題である．それに必要なのは政治や行政側の質の向
上であるのはいうまでもない．これを庶民の側からし
めしたのが今回の参院選ではないだろうか．高度成長
を目標にかかげ，量の面では一応これを達成した日本
は，今後は様々な面での質の向上をめざすべきである．
量より質が今程求められている時代はないと思われる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木　衛　記）
1．臨床懇話会の報告があった．
　　開催報告
　　　第275回　9年11月27日
　　　第276回　9年12月9日
　　　第277回　10年1月30日
　　開催予定
　　　第278回　10年2月27日
幹事会（要旨）
皮膚科学
内科学（3）
霞・口腔外科
眼科学
2．編集状況の報告並びに編集について討議した．
3．東医大誌56巻及び57巻のあとがき執筆者の順序が原案
（平成10年2月）
　　通り承認され，決定した．
　4．医学会に賞を設けることについて「授与方法，件数，金
　額，選出方法」について種々討議したが結論に達しなか
　つたので，次回引き続き検討することとした．
5．東医大誌の表紙のデザインと大きさを変えること，印刷
　所を変えることについて種々討議した結果，56巻1号か
　ら表紙のデザインを新しく変え，雑誌の大きさをB5判
　からA4判にし，印刷所を従来の共立印刷（株）から大日
　本印刷（株）に変更することが了承された．
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